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医療事故情報収集等事業  f医 1京安全情報 No.182」 の提供について

平素より当事業部の実施する事業に格別のご高配を,易 り.厚 く御礼申し上げ

ます.

この度.医療事故情報収集等事業において収:え した情報のうち.特に周知す

べき情報を取りまとめ. 1月 17日 に「医療安全情報 N。.1.32」 を当事業参

加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に提供いた

しましたのでお知らせいたします.

なお.こ のに演安全情報を含め報告書.年報は.当 事業のホームページ

(,ttps:/′  .口od― safe.Jp/)に も1局載いたしておりますので.貴管下医療機

1卿等に周知いただきビ活用いただけれ,ま大変■いに存じます.

今後とも有用な1背報提 1[と なるよう医■安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので.何■ご理解.ご協力のほど宜 しくお願い申し上げます.
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セレネース注と
サイレース静注の取り違え

ロ セレネースをすぐ投与してください

指示は入力しておきます

日
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早くサイレースを

ロ
サイレース

だな

指示と注射薬の薬剤名を

照合しましょう

● 報告された事例は.カルテに輌用指示が記祓されていた事例.または□頭指示の後にカルテに指示が入力

された事例です.
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セレネース注を定数配置薬から準11肯 する際.誤ってサイレース静注を薬品庫から取り

出し投与した事例が6件報告されています(集計期間:2016年 1月 ]日～202i年
11月 30日 )。 この情報は.第65回報告害「分析テーマ」で取り上げた内容をもとに

作成しました。
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事例のイメージ 指示と薬剤の照合

セレネース注と誤つてサイレース静注を定数
配置薬から準備し、投与した事例が報告されて
います。

準備しないと

指示との照合なし

【注射指示】

セレネース注lA

十生理食塩液9mLのうち5mLIV
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事 例 1

lCU当直医はセレネース注を患者に投与するよう□頭で看講師に指示した。看護師は指示さ

れたセレネース注をサイレース静注と思い込み.鑽のかかつた薬品庫から取り出した。10U

当直医は電子カルテの注射指示に「セレネース注]A+生理食塩液9mLのうち5mL IV」 と

入力したが緒 護師|ま見ていなかつた酒 護師は,イ レース静注 ]A十生理食塩液9mしを

調製し静 脈注射した。その後.憲者|まSpO,がフ4%まで低下し.BIPAPマ スクを装着した.

勤務交代後.リーダー看謹師が薬品庫の栞剤を確認したところ.サイレース静注の数が減つ

てお哄誤ってサイレース静注を投与したことに気付いた。

看護mは 電子カルテでセレネース注投与の頭月指示を確記した。看護師Bにセレネース注

はどこにあるか聞いたところ.看護師Bはサイレース静注と勘違いし.鍵のかかつた薬品庫に

あると答えた.看護師Aも.セレネース注をサイレース

"注

と思い込み.薬品庫から取り出した。

サイレース静注]A+生理食塩液 ]oo‐nLを調製して輸液ボトルに患者氏名とサイレース

静注 ]Aと記戦し.患者に投与した.その後.患者のSp02低下のアラームが鳴り訪室すると.

チアノーゼ.顔面着白を認め.当直医に報告した。当直医が輸液ボトルを見た擦にサイレース

静注と記載されていることに気付いた。
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事例が発生した医療機関の取り組み

|・定数配置案から薬剤を準備する際は、指示とアンブルのラベルで事剤名を

確実に照合する。
.

・サイレース静法は定数配置薬から除くことを検討する.

上記は一例です。自施設に合つた取り組みを検討してください.
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セレネース注とサイレース静注の取り違え

事 例 2

薬このL据安全情報は.医燎事故ヽ測 1集等11葉 (厚生労腱省獅助
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故の発生予防.再発防止のために作成されたものです.

本:事 業の趣旨等の計釧については.本 :Ⅲ業11-ムベージをご隠ください.卜●0・ I′′
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霰従1:者に業務や責任を訳す|]的て作成されたものではあ,オせん.
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